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広報No. 171 昭和5.5年 11月 1日

、

1，500戸(-1) 

7.420人(+6) 

3，689人(+6) 
3，731人( 0) 

(55年10月 1日現在〉

村のようす

数
口

帯

男

女

世

人

第君。

第
二
十
回
目
の
村
民
体
育
祭
は
、
去

る
十
月
十
日
体
育
の
自
に
、
玉
川
第
一

小
学
校
々
庭
で
、
絶
好
の
秋
晴
れ
の
下

で
、
三
十
五
種
目
の
競
技
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

今
年
は
冷
夏
、
冷
害
で
農
作
物
等
に

甚
大
な
被
害
を
蒙
り
、
村
民
の
心
労
は

，大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
大
会
に

は
、
開
会
と
同
時
に
村
民
多
数
が
会
場

に
つ
め
か
け
、
正
午
過
ぎ
る
填
に
は
約

二
千
人
近
い
人
々
で
ふ
く
れ
あ
が
り
ま

し
た
。競

技
に
は
老
若
男
女
が
多
数
参
加
し

「
お
め
ん
ゲ
ー
ム
」
「
食
欲
の
秋
」

「
竹
う
ま
競
走
」
「
親
子
三
代
リ
レ
!
」

老
人
ク
ラ
ブ
に
よ
る
「
延
命
地
蔵
」
な

A 

連
Jま2

rI9L 

優

ム

ど
多
種
多
さ
い
な
種
目

を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

に
、
参
観
人
と
一
体
と

な
っ
て
延
べ
千
三
百
人

の
人
々
が
楽
し
く
競
い

合
い
ま
し
た
。

部
落
対
抗
競
技
で
は

南
須
釜
が
強
豪
ぶ
り
を

発
揮
し
て
、
十
年
連
続

優
勝
の
輝
し
い
記
録
を

う
ち
立
て
ま
し
た
。

ま
た
、
冷
害
を
克
服

し
よ
う
と
部
落
一
丸
と

な
っ
て
善
戦
し
た
、
四

辻
新
田
が
準
優
勝
、
第

三
位
山
小
屋
の
煩
位
で

し
た
。

ゲんめおA 

..... 

お

人

え

ま

と

勝
事炉

秋

.，._ 
具

欲

の
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秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

十
一
月
ニ
十
六
日
J
十
エ
月
一
一
日
ま
で

昭和55年 11月1自

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
、
十
一

月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二
固
ま
で
の

七
日
間
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
の
多
発
期
を
迎

え
る
に
当
り
、
国
民
一
人
ひ
と
り
の
防

火
意
識
の
向
上
を
は
か
り
、
火
災
発
生

防
止
と
、
火
災
に
よ
る
人
命
及
び
財
産

の
損
失
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
重
点

目
標
に
よ
り
火
災
予
防
運
動
を
推
進
す

る
も
の
で
す
。
火
の
元
に
充
分
注
意

L

て
こ
の
運
動
に
ご
協
力
下
さ
い
。

No. 1 7 t 

。
重
点
目
標

一
、
競
死
防
止
対
策
の
徹
底

ァ
、
身
体
不
自
由
者
及
び
寝
た
き
り

老
人
家
庭
の
実
態
は
握

イ
、
確
実
な
避
難
手
段
の
確
保

ゥ
、
簡
易
型
火
災
警
報
器
の
普
及
推

進
ェ
、
防
災
製
造
等
の
普
及
推
進

二
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
育
成
強
化

ァ
、
学
校
当
局
等
へ
の
協
力
依
頼
の

実
施

イ
、
グ
ラ
プ
未
結
成
地
域
に
対
す
る

普
及
推
進

現
代
の
生
活
に
一
日
た
り
と
も
欠
か

せ
な
い
石
油
は
、
暖
房
用
燃
料
と
し

て
、
あ
る
い
は
石
油
製
品
と
し
て
、
ふ

だ
ん
幅
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
汚
れ
と
り
用
の
ベ
ン
ジ
ン
を

は
じ
め
、
マ
ニ
キ
ュ
ア
や
へ
ア
リ
キ
ッ

ド
な
ど
の
化
粧
品
、
殺
虫
剤
、
塗
料
な
'

ど
の
引
火
性
、
可
燃
性
の
強
い
も
の

が、

E
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
ふ
だ
丸
、
円
危
段
物

に
固
ま
れ
て
暮
ら
戸じ
で
い
『一る
北
市
法
主一一円

つ
で
も
言
い
す
忍
で
は
な
い
一℃
ら
川い
JT

す。
灯
油
な
ど
は
芦
普
通
の
状
態
で
は
火

が
つ
き
に
く
い
の
で
す
が
、
霧
状
に
な

っ
た
ち
、
布
切
れ
に
浸
す
と
、
た
い
へ

ん
火
が
つ
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

過
去
の
災
害
例
を
克
ま
し
で
も
、

容

ゥ
、
ク
ラ
ブ
指
導
員
の
確
保

ェ
、
都
道
府
県
少
年
消
防
グ
ラ
ブ
運

営
指
導
協
議
会
の
活
動
の
推
進

一
ニ
、
防
火
管
理
体
制
の
整
備
推
進

ウイ ア
練、、進

の消消 防
実防防 火
施計計 管，
画画理
にの者
も作の
と成選
づ指任
く導指
避 の 導
難推の
訓進推

り危
器
類
の
手
入
れ
が
十
分
で
な
か
っ
た

り
、
取
り
扱
い
方
を
知
ら
な
か
っ
た
た

め
に
、
火
災
や
爆
発
な
ど
を
引
き
起
こ

し
た
例
が
あ
り
ま
す
。

思
わ
ぬ
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
危
険

物
の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

。

〉
内
ノ

人
以
灯
油
な
ど
危
険
物
の

保
管
方
法

O
灯
油
を
貯
蔵
し
取
り
扱
う
場
合
は
次

の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

助
、
火
気
の
近
く
で
は
絶
対
に
取
り
扱

わ
な
い
こ
と
。

ω、
漏
れ
、
あ
ふ
れ
、
飛
散
し
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
。

例
日
光
の
直
射
す
る
場
所
に
置
か
な
い

」
F
I
」

'Y}

。

伸
、
危
険
物
の
保
管
場
所
は
常
に
整

理
、
清
掃
に
努
め
る
こ
と
。

。。

灯
油
な
ど
の
危
険
物
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
、
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い

方
は
最
寄
り
の
消
防
署
ま
た
は
、
販
売

業
者
に
ご
相
談
下
さ
い
。

帳

あ
な
た
は
、
年
金
手
帳
を
き
ち
れ
、
あ
な
た
が
公
的
年
金
に
加
入
し
た

と
保
管
し
て
い
ま
す
か
。
こ
と
を
"
証
明
す
る
大
切
な
も
の
で
す
。

こ
の
手
帳
に
は
、
昔
の
国
民
年
金
こ
の
手
帳
は
三
一あ
な
F

た
が
年
金
を
受

手
帳
と
、
数
年
前
か
ら
発
行
さ
れ
た

T

け
る
、γ亡
き
、
住
宅
融
資
を
受
け
る
と

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
・
船
員
き
六
必
ず
提
出
一広
影
、め

ら
，れ

ま

す

か

保
険
に
共
通
す
る
新
し
い
年
金
手
帳
ら
、

、く
れ
ぐ
れ
も
大
切
に
保
管
し
て
く

と

の

こ

通

り

が

あ

り

ま

す

。

だ

さ

い

0
4-ま
、た

1

年
金
に
つ
い
て
の
問

こ
れ
ら
の
手
帳
に
は
、
制
度
ご
と
い
合
せ
な
ぎ
に
は
、
こ
の
手
帳
の
記
号

の
記
号
番
号
、
氏
名
、
住
所
、
被
保
番
号
が
必
要
で
す
か
ら
、
お
忘
れ
な

険
者
の
加
入
記
録
な
ど
が
記
入
さ
く
。
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を
知
る
週
間
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子
「
お
父
さ
ん
税
金
て
ナ
i

ニ」

父
「
税
金
?
・
:
税
金
っ
て
:
:
:
税
金
だ

ろ
う
。
な
あ
、
お
母
さ
ん
」

母
「
税
金
っ
て
・
:
や
っ
ぱ
り
税
金
で
し

ょ
う
ね
」

十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
は

「
税
を
知
る
遇
間
」
で
す
。

A

「
十
一
月
十
一
日
か
ら
交
通
安
全
週

間
だ
っ
て
?
」

B
「
訪
火
週
間
じ
ゃ
な
い
の
」

税
務
署
「
い
い
え
、
十
一
月
十
一
日
か

ら
十
七
日
ま
で
は
、
「
税
を
知
る

週
間
」
で
す
。

税
金
の
仕
組
み
ゃ
使
い
道
な
ど
を

国
民
の
皆
さ
ん
に
正
し
く
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
税
務
相
談
や
座

談
会
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
全

国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
」

。
所
得
税
第
二
期
分
の
納
期
は
、

十
二
月
一
日
で
す

妻
「
あ
な
た
、
所
得
税
の
予
定
納
税
第

二
期
分
納
付
し
た
の
?
」

夫
「
十
一
月
三
十
日
ま
で
納
付
す
れ
ば

い
い
ん
だ
ろ
う
」

妻
「
今
年
は
、
十
一
月
三
十
日
が
日
曜

日
だ
か
ら
十
二
月
一
日
ま
で
納
付

す
れ
ば
い
い
そ
う
よ
」

夫
「
一
日
も
う
か
っ
た
」

「
国
民
年
金
は
、
年
払
い
で
済
ま
せ
て

い
ま
す
」

「
テ
レ
ビ
の
代
金
は
、

ま
す
」

「
所
得
税
は
、

月
賦
に
し
て
い

七
月
、

十
一
月
、

昭和55年度

定
納
税
を
し
て
い
ま
す
」

税
者
よ
り
〉

今
年
の
所
得
税
予
定
納
税
第
二
期
分

は
十
二
月
一
日
が
期
限
で
す
。
お
忘
れ

な
く
/

(
あ
る
納

に
予

今
年
度
第
三
自
分
の
申
込
受
付
に
つ

い
て
は
、
左
記
の
要
領
で
行
な
い
ま

す。ー
申
込
受
付
期
間

五
十
五
年
十
月
十
六
日
か
ら
同
年
十

一
月
十
七
日
ま
で
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指
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=
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全
身
運
動
な
ど
で

血
行
を
よ
く
し
よ
う

手
足
が
冷
え
て
夜
寝
つ
か
れ
な
い
な

ど
、
冷
え
症
も
こ
う
じ
て
く
る
と
つ
ら

い
も
の
で
す
。

冷
え
症
を
治
す
に
は
、
血
行
を
よ
く

す
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

V
冷
え
の
原
因

3 

吸と の
収 自 も場冷
、律な合え

体神いが症
温 経 ま多の
なは すく原
ど呼。、因

を吸 よは
つ、 く自
か循 肩律
さ 環 こ 神
ど 、 り経
る消 な失
神化 ど調
経、 を症

系
で
、
寒
暖
に
応
じ
て
血
液
の
流
れ
を

調
節
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
が
、
変
調

を
き
た
す
と
血
液
の
循
環
が
ス
ム
ー
ズ

に
い
か
な
く
な
り
、
冷
え
を
生
じ
ま

す
。亨

冷
え
の
処
方
せ
ん

血
行
を
よ
く
す
る
に
は
全
身
運
動
、

入
浴
な
ど
で
、

H

血
の
め
ぐ
り
げ
を
よ

く
す
る
の
が
良
い
方
法
で
す
。
指
圧
、

針
、
灸
、
乾
布
ま
さ
つ
も
治
療
効
果
が

あ
り
ま
す
。

偏
食
は
禁
物
、
食
事
は
質
、
量
と
も

不
足
な
く
と
り
、
貧
血
気
味
の
人
は
、

と
く
に
タ
ン
パ
ク
質
、
鉄
分
、
カ
ル
シ

飲まウ
む就し ム
の寝よ 、
も前うピ
冷 に 。タ

え少 ミ
を量ン
や のの
わお摂
ら酒取
げ、に

ま薬気
す 用を
。酒配

をり

V
日
常
の
予
防
は

股
や
手
足
を
冷
や
さ
な
い
よ
う
に
心

が
け
、

H

ダ
テ
の
薄
着
H

な
ど
は
避
け

て
、
下
着
を
き
ち
ん
と
つ
け
、
ま
し
ょ

う
。
一
日
中
座
っ
て
仕
事
を
す
る
人
は

時
々
立
っ
て
全
身
を
軽
く
動
か
し
、
血

流
を
促
し
ま
す
。
日
光
浴
や
乾
布
ま
さ

つ
に
よ
る
皮
膚
の
鍛
錬
も
大
切
で
す
。

V
女
性
特
有
の
冷
え
は

生
理
や
出
産
、
更
年
期
障
害
な
ど
に

よ
る
ホ
ル
モ
ン
異
常
や
貧
血
、
低
血
圧

か
ら
起
こ
る
場
合
が
女
性
に
は
た
い
へ

ん
多
い
の
で
す
。

前
記
の
治
療
や
予
防
法
の
ほ
か
、
婦

人
科
医
に
診
て
も
ら
い
医
師
の
指
示
に

従
い
ま
し
ょ
う
。

2
選
定
方
法

申
込
が
融
資
枠
を
上
ま
わ
っ
た
場
合

は
抽
選
と
す
る
。

3
融
資
予
定
総
額

約
四
五

O
戸
、
九
億
三

O
O万
円

4
融
資
内
容

ω利
率
年
六
・
四
こ
が

同
融
資
額
一

0
0万
以
上
、
二

O
O

万
ま
で

付
償
還
期
間
、
一

0
年
間

的
償
還
方
法
①
元
利
均
等
毎
月
払
い

②
元
利
均
等
六
ヶ
月
払
い
③
元
利

均
等
毎
月
払
い
六
ヶ
月
払
い
併
用

5
申
込
先

住
宅
金
融
公
庫
の
取
扱
い
各
種
金
融

機
関

6
問
合
せ
先

福
島
県
土
木
部
住
宅
課
、

T
E
L

O
二
四
五
!
一
二
!
一
一
一
一
内
線

二
三
八
三
叉
は
各
建
設
事
務
所
建
築

課
等
へ
お
願
い
し
ま
す
。
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銃砲刀剣j類の所持@保管基準が

厳しくなりました

{11月15日狩獄解祭日〉

昭和55年 11月 1日

君
-
-
2
2
2

十
一
月
十
五
日
は
狩
猟
解
禁
の
日
で

す
。
ハ
ン
タ
ー
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て

は
待
ち
に
待
っ
た
季
節
で
す
が
、
銃
砲

万
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
所
持
許
可
の
基
準
が
こ
れ
ま
で

よ
り
厳
し
く
な
り
(
五
十
五
年
六
月
二

十
一
日
か
ら
実
施
〉
新
た
に
保
管
の
基

準
が
定
め
ら
れ
た
(
向
十
一
月
二
十
一

日
か
ら
実
施
)
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。

と
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
故
を
起
こ

さ
な
い
た
め
に
も
、
改
正
点
の
主
な
内

容
を
ぜ
ひ
知
っ
て
お
い
て
下
さ
い
。

木
さ
ん

人
権
擁
護
委
員
に

十
月
一
日
付
で
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
次
の
か
た
が
た
が
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
、
今
後
三
年
間
人
権
擁

護
の
た
め
活
擢
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

お
二
人
の
ご
健
闘
を
心
か
ら
祈
念

し
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

玉
川
村
大
字
小
高
字
御
域

矢

吹

幾

哉

(

再

任

V

玉
別
村
大
字
北
須
釜
字
森
殿

鈴

木

三

郎

(

新

任

〉

人
権
擁
護
委
員
の
主
な
仕
事
は
、

私
達
の
人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
監

視
し
、
も
し
、
人
権
を
侵
さ
れ
た
人

が
い
た
場
合
は
相
談
相
手
と
な
っ
て

こ
れ
を
救
済
し
た
り
、
地
域
の
人
々

の
間
に
正
し
い
人
権
の
考
え
方
を
ひ
ろ

め
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
の
自
宅
に
お

い
て
も
地
域
住
民
の
方
の
身
の
ま
わ
り

の
因
り
ご
と
、
な
や
み
ご
と
、
も
め
ご

と
の
相
談
に
応
ず
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
相
談
さ
れ
た
こ
と
は
、
秘
密
に
あ
っ

か
わ
れ
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
長
い
間
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
玉
川
村

大
字
北
須
釜
字
中
ノ
内
、
車
田
金
重
氏

に
対
し
謝
意
を
表
し
ま
す
。

第
一
回
奥
野
電
気
杯

須
釜
ク
ラ
プ
が
優
勝

去
る
十
月
五
日
、
玉
川
村
野
球
協
会

主
催
で
第
一
回
奥
野
電
気
杯
大
会
を
玉
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無
料
人
権
相
談
所
を
開
設

十
二
月
四
日
か
ら
十
二
月
十
日
ま
で

の
一
週
間
全
国
的
に
展
開
さ
れ
る
人
権

週
間
の
記
念
行
事
と
し
て
、
法
務
局
と

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
次
の
日
程

に
よ
り
無
料
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。

こ
ま
り
ご
と
、
.
も
め
ご
と
、
な
や
み

ご
と
を
お
持
ち
の
方
は
気
軽
に
相
談
に

お
で
か
け
下
さ
い
。

まかわた広報

。
相
談
は
偲
別
に
う
か
が
い
、
相

談
内
容
は
す
べ
て
秘
密
に
い
た
し

ま
す
。

0

桔
談
の
内
容
が
人
権
侵
犯
に
あ

た
る
も
の
は
事
実
を
調
査
し
て
そ

の
解
決
を
お
図
り
し
ま
す
。

0

貧
し
い
方
の
た
め
に
は
事
案
に

よ
っ
て
訴
訟
援
助
の
手
続
き
も
お

と
り
し
ま
す
。

名
誉
、
信
用
、
差
別
持
活
、

酷

使
虐
待
、
強
制
圧
迫
、
騒
音
、
悪

臭
に
よ
る
被
害
な
ど
の
人
権
侵
害

問
リ
真
一

日い
g比

o

結
婚
、
離
婚
、
親
子
、
扶
養
、

相
続
な
ど
の
家
事
問
題

。
戸
籍
、
国
籍
、
登
記
、
器
地
借

家
、
金
銭
貸
借
な
ど
に
関
す
る
問

題
0

そ
の
他
刑
事
、
行
政
、
労
働
な

ど
に
関
す
る
問
題
の
相
談
を
う
け

ま
品
、
一

9
0

0

相
談
は
人
権
擁
護
委
員
、
法
務

局
職
員
が
担
当
し
ま
す
。

相
談
時
聞
は
各
会
場
と
も
午
前
十
時

か
ら
午
後
三
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す。 。

L
ぎ

十
一
月
二
十
六
日

と
十
一
月
二
十
七
日

十
一
月
二
十
八
日

十
二
月
一
日

十
二
月
二
日

十
二
月
三
日

十
二
月
四
日

十
二
月
八
日

十
二
月
九
日

こ

ろ

白
河
市
中
央
公
民

館岩
瀬
村
公
民
館

泉
崎
村
公
民
館

表
郷
村
公
民
館

鮫
川
村
公
民
館

平
田
村
中
央
公
民

館大
信
村
公
民
館

浅
川
町
公
民
館

矢
祭
町
公
民
館

と

F

み
と
め
合
う

正
し
い
人
権

明
る
い
社
会
F

川
一
小
、
須
釜
小
、
泉
中
各
校
庭
を
会

場
に
十
四
チ
!
ム
が
参
加
、
熱
戦
の
末

須
釜
ク
ヲ
プ
が
優
勝
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

優

勝

須

釜

ク

ラ

ブ

準
優
勝
泉
郷
ク
ラ
ブ

三

位

東

京

精

工

H
H

川
辺
ク
ラ
ブ

ム一
A

会

表

!

、

も

一

一
十
一
夜
挽
マ
ヘ

JV
制・

z
y
A目
旬

、

~

ぷ

襲

撃

ゑ

崎

、

私

一

能

芸

¥

富

民

一

芸

俗

玄

E
V

轟
尋

俗

民

d

h，
lj-験
停

民

祭

ノ

a
1
謡
d

寸
e
r
N

ふ
ふ
1

，dふ
ド

川

芸

一

玉

県

来
る
日
月
日
日
(
日
)
玉
川
村
体
一

育
館
に
お
い
て
、
玉
川
村
民
俗
芸
能

一
発
表
会
、
福
島
県
芸
術
祭
民
俗
芸
能

一
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
出
演
国

一
体
は
村
内
7
団
体
の
他
、
吉
毅
町

「
馬
場
平
じ
ゃ
ん
が
ら
念
仏
」
、
石
一

川
町
「
白
鍬
の
舞
」
、
三
春
町
「
火
一

一
雷
神
社
三
匹
じ
し
舞
」
、
が
出
演
の
一

一
予
定
で
す
。
私
た
ち
の
祖
先
が
生
活
一

と
信
仰
の
中
か
ら
生
み
だ
し
た
伝
統

一
の
あ
る
文
化
遺
産
を
後
世
に
伝
え
る

-
た
め
の
発
表
会
で
す
。
家
族
そ
ろ
っ

一
て
ご
観
賞
く
だ
さ
い
。
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一
年
ハ
一

O
五
回
〉
の
春
、
涼

朝
毘
額
義
は
第
七
十
代
後
冷
泉
天
皇
の

命
を
受
け
て
奥
州
の
豪
族
安
信
頼
時
討

伐
に
下
向
し
た
。

結
狭
義
は
ま
ず
石
加
の
庄
ハ
現
在
の
石

川
町
中
野
〉
に
窮
を
す
す
め
て
軍
勢
を

留
め
た
。
そ
し
て
、
こ
の
地
に
一
誠
を

築
き
藤
田
裁
と
名
付
け
し
ば
ら
く
滞
在

し
た
。
そ
の
関
の
で
き
ご
と
で
あ
る
。

あ
る
日
、
物
見
が
岡
に
立
っ
て
西
方

を
見
渡
し
て
い
る
と
、
に
わ
か
に
ね
む

け
に
お
そ
わ
れ
て
、
そ
の
場
に
仮
寝
を

し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
時
、
夢
枕
に
一
一
件
の
大
蛇
が
現

れ
突
然
お
そ
い
か
か
っ
て
き
た
。
額
義

は
即
座
に
矢
を
放
っ
て
こ
の
大
蛇
を
射

止
め
た
夢
を
み
た
の
で
あ
る
。
は
て
不

思
議
な
こ
と
も
あ
る
も
の
よ
と
、
あ
れ

こ
九
考
え
こ
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
里
人

が
来
て
い
う
の
に
は
、
こ
れ
よ
り
一

O

町
ば
か
り
行
っ
た
所
に
「
背
戸
が
谷
」

と
い
う
森
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
、
い

つ
の
こ
ろ
か
ら
か
識
を
経
た
こ
訟
の
大

蛇
が
住
み
付
き
、
こ
れ
が
、
寸
ち
ょ
い

ち
ょ
い
」
暴
れ
狂
っ
て
風
雨
を
呼
び
起

し
、
池
や
河
の
水
を
渇
し
た
り
、
洪
水

を
起
し
た
り
し
て
農
作
物
な
ど
に
甚
大
・

な
被
害
を
あ
た
え
る
の
で
里
人
の
難
渋

は
一
通
り
で
は
な
く
、
ほ
と
ほ
と
留
り

は
て
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
話
を
関
え
た
額
義
は
、
さ
て
は

先
程
の
夢
は
「
大
蛇
を
退
治
し
て
塁
人

た
ち
の
難
畿
を
救
え
」
と
の
神
の
お
告

げ
だ
っ
た
の
だ
と
合
点
し
、
大
蛇
退
、
治

を
決
心
し
た
。

昭和55年 11月1日5 

額
義
は
さ
っ
そ
く
、
車
人
の
中
か
ら

屈
強
な
若
者
を
五
人
ほ
ど
選
び
だ
し
て

大
蛇
が
住
ん
で
い
る
と
い
う
、
背
一
戸
が

谷
へ
案
内
さ
せ
た
。
一
行
は
深
々
と
視

〈
ケ
ヤ
キ
の
一
種
〉
の
大
樹
が
茂
っ
て

い
て
道
も
な
い
山
谷
を
し
ば
ら
く
進
ん

で
行
く
と
、
ひ
と
き
わ
空
高
く
鐘
え
立

つ
視
の
大
樹
が
自
に
入
っ
た
。
そ
の
か

た
わ
ら
は
古
い
沼
に
な
っ
て
い
た
。

さ
て
、
こ
の
沼
が
大
蛇
の
す
ん
で
い

る
所
か
と
注
意
深
く
、
あ
た
り
一
警
に

告
を
配
る
と
、
向
う
岸
の
葺
り
茂
み
の

中
に
剣
の
よ
う
な
紅
舌
を
出
し
惑
気
を

ふ
り
ま
き
な
が
ら
、
一
行
を
に
ら
み
つ

け
て
い
る
大
蛇
を
見
つ
け
た
。
額
義
は

素
早
く
箭
ハ
失
〉
を
取
る
や
、
弓
を
満

月
の
ご
と
く
引
き
し
ぼ
り
大
蛇
め
が
け

て
「
は
っ
し
」
と
射
れ
ば
、
も
の
の
見

事
に
大
蛇
の
頭
を
突
き
ぬ
い
た
。
急
所

を
射
ぬ
か
れ
て
は
さ
す
が
の
大
蛇
も
た

ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
、
た
ち
ま
ち
七

転
八
倒
の
苦
し
み
の
末
に
、
つ
い
に
患

絶
え
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
を
見
届
け
、
一
行
は
意
気
ょ
う

よ
う
と
し
て
嬬
路
に
つ
き
毘
人
た
ち
を

集
め
知
ら
せ
た
と
こ
ろ
一
一
部
歓
声
を
上

げ
て
喜
び
合
い
な
が
ら
、
額
義
の
武
勇

き
ょ
う
た
ん

に
驚
嘆
し
田
氏
敬
の
念
を
抱
く
の
だ
っ

た。
額
議
は
里
人
た
ち
に
向
っ
て
、
こ
の

よ
う
な
大
蛇
が
難
な
く
退
治
で
き
た
の

も
、
ひ
と
え
に
岩
清
水
八
謡
大
神
の
御

加
護
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
、
言
い
聞

か
せ
、
翠
入
と
共
に
蓬
か
に
京
都
の
岩

清
水
八
鱈
宮
を
蓬
拝
し
、
尚
一
一
磨
敬
神

の
念
を
深
く
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
こ
の
地
の
近
く
に
宮
を
建
て
岩
清
水

八
播
大
神
を
勧
請
奉
記
し
た
G

そ
の
後
、
額
義
は
安
倍
額
時
と
し
ば

し
ば
合
戦
を
繰
り
返
し
た
末
に
当
地
方

か
ら
安
倍
勢
を
追
払
う
こ
と
に
成
功
し

た
。
し
か
し
額
時
の
子
貞
佳
、
宗
荘
兄

弟
は
大
草
を
引
き
連
れ
て
決
戦
を
挑
ん

で
き
た
。
こ
の
た
め
頼
義
は
長
子
議
家

と
共
に
別
辺
一
宙
開
芳
山
に
本
陣
を
布
い
て

決
戦
に
備
え
、
自
ら
は
白
川
原
に
出
陣

し
て
安
能
勢
と
戦
っ
た
が
武
運
っ
た
な

く
大
敗
し
退
去
の
や
む
な
き
に
至
っ

た。
勝
ち
誇
っ
た
安
倍
勢
は
、
こ
の
時
と

ば
か
り
三
方
か
ら
攻
め
た
て
た
た
め
必

死
の
防
戦
も
む
な
し
く
大
限
川
(
現
在

の
阿
武
隈
川
〉
ま
で
追
い
つ
め
ら
れ
て

し
ま
っ
た
。
あ
い
に
く
大
隈
加
は
連
日

の
降
雨
で
潟
流
と
う
と
う
と
し
て
渦
を

巻
き
弼
底
渡
河
す
る
こ
と
は
密
難
な
状

態
だ
っ
た
。
も
は
や
こ
れ
ま
で
と
覚
憶

を
決
め
た
が
、
心
中
ひ
そ
か
に
、
呂
田
明

か
ら
深
い
信
仰
を
寄
せ
て
い
る
八
鰭
大

神
に
、
「
な
に
と
や
そ
こ
の
大
河
を
無
難

に
渡
ら
せ
給
え
」
と
祈
願
を
こ
め
た
の

で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
不
思
議
に
も
、
ど
こ
か
ら

と
も
な
く
一
羽
の
白
鳩
が
飛
ん
で
き
て

御
旗
の
先
に
と
ま
り
、
し
ば
ら
く
し
て

大
限
別
の
上
を
飛
び
越
え
て
雲
穿
出
の

方
に
去
っ
て
い
っ
た
。

こ
れ
を
見
て
額
義
は
、
却
産
に
全
撃

に
号
令
を
下
し
た
。
「
自
鳩
は
入
謡
大

神
の
お
使
い
で
あ
る
。
自
鳩
が
飛
来

し
た
今ど
き
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
ま
ま
湾

を
渡
れ
と
の
衿
の
お
告
げ
に
相
違
な

い
、
た
め
ら
う
こ
と
な
く
一
気
に
お
し

渡
れ
」
と
大
音
声
を
は
り
上
げ
て
叱
拾

激
励
し
、
自
ら
激
流
の
中
に
飛
び
込
ん

で
、
「
ゆ
う
ゆ
う
」
と
向
う
岸
に
渡
り

つ
い
た
。

こ
れ
を
見
て
い
た
軍
兵
た
ち
は
、
わ

れ
も
わ
れ
も
と
後
に
続
き
あ
っ
と
い
う

問
に
全
軍
無
事
に
渡
河
に
成
功
し
本
陣

の
あ
る
雲
雰
山
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。
一
方
の
安
培
寧
は
退
去
す
る

額
義
軍
を
追
っ
て
大
限
川
ま
で
遊
撃
を

続
け
て
き
た
が
激
流
岸
を
洗
う
水
勢
を

見
て
渡
河
す
る
こ
と
が
で
き
ず
追
撃
を

断
念
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
頼
義

軍
は
よ
う
や
く
虎
口
を
逃
れ
る
こ
と
が

で
き
た
。

本
陣
に
つ
い
た
頼
義
は
、
早
速
域
中

に
青
葉
の
痕
墜
を
建
立
し
、
御
箭

〈
矢
)
を
奉
納
し
て
感
謝
祭
を
執
り
行

っ
た
。
そ
し
て
陣
容
を
立
て
な
お
す

や
、
各
所
で
反
撃
に
転
じ
、
つ
い
に
勝

科
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

あ
く
る
年
、
頼
義
父
子
は
雲
一
芳
山
か

い
ぬ
い

ら
乾
〈
西
北
〉
の
方
角
に
あ
た
る
清
浄

の
地
を
選
ん
で
壮
大
な
社
設
を
造
営
し

岩
清
水
入
騒
大
神
を
奉
還
し
て
盛
大
な

戦
勝
訴
願
祭
を
行
っ
た
。
そ
の
自
の
こ

っ
き

と
で
あ
る
、
視
山
よ
り
二
頭
の
鹿
が
飛

び
出
し
て
き
た
。
箆
は
大
勢
た
む
ろ
し

て
い
る
箪
兵
や
里
人
に
驚
い
た
の
か
井

泉
の
中
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
。

里
人
た
ち
は
た
ち
ま
ち
箆
を
捕
え
て

打
ち
殺
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
義
家
は

こ
れ
を
制
し
て
恩
人
た
ち
に
次
の
よ
う

1 1月1日iま
省エネルギーの日

に
い
い
聞
か
せ
た
。

「
箆
の
両
角
は
日
月
を
表
わ
し
、
体
中

ょ

に
は
一
人
の
紋
が
あ
っ
て
能
く
天
の
こ

と
を
知
る
動
物
で
あ
る
。
軍
神
は
鹿
を

ま
も
る
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
極
め
て
吉

相
の
も
の
で
あ
る
か
ら
決
し
て
殺
生
し

て
は
な
ら
な
い
」
と
、
そ
し
て
、
こ
の

地
を
づ
箆
泉
井
郷
」
と
命
名
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
大
蛇
が
住
ん
で
い
た
池
に
舟

ほ
う
し
よ
う
い

を
浮
か
べ
さ
せ
放
生
会
〈
捕
え
た
も
の

を
放
し
て
や
る
儀
式
)
を
行
っ
た
。
こ

み
こ
し

の
放
生
会
に
は
舞
曲
を
奏
し
て
神
輿
を

山
中
に
く
り
出
し
、
さ
ら
に
流
鏑
馬
を

行
っ
て
霞
家
鎮
護
、
武
運
長
久
を
摂
額

し
た
も
の
で
あ
る
。

や
が
て
奥
州
一
帯
の
平
定
を
果
し
た

頼
義
ら
は
京
都
に
嬬
還
し
た
の
で
あ
る

が
、
の
ち
、
出
羽
の
国
の
豪
族
清
掠
武

畿
が
反
乱
を
起
し
た
た
め
に
義
家
は
、

再
度
奥
州
に
下
向
、
藤
田
城
に
到
着
し

た
。
義
家
は
ま
っ
先
に
川
辺
八
幡
犬
神

に
詣
で
白
地
を
寄
進
し
、
戦
勝
祈
願
を

行
っ
て
北
進
し
た
。

こ
の
折
、
藤
田
城
の
麓
を
流
れ
る
小

川
に
丸
太
の
ま
ま
で
架
け
で
あ
っ
た
橋

を
見
て
次
の
一
首
を
詠
じ
た
。

石
川
の
館
の
麓
の
丸
木
橋

・
あ
た
ら
ば
し

削
ら
で
か
け
し
可
惜
橋
か
な

こ
の
歌
か
ら
、
「
あ
た
ら
橋
」
の
地

名
が
生
れ
、
今
に
残
さ
れ
て
い
る
。

〈暖薦機器〉

こまめな手入れて
効率のより暖房を

く〉
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昭
和
五
十
五
年
度

蘇
し
ん

(
は
し
か
〉

つ
い
て

昭和55年 11月 1自

前
に
附
覧
で
お
知
ら
せ
致
し
て
居
り

ま
す
が
、
五
十
五
年
度
の
麻
し
ん
(
は

し
か
〉
予
防
接
種
を
次
の
と
お
り
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
該
当
者
は
必
ず
受
け

ら
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

。
実
施
期
間

昭
和
五
十
五
年
九
月
十
六
日
か
ら

十
二
月
十
日
ま
で
。

O
対
象
者

No. 1 71 

生
後
十
八
月
か
ら
三
十
六
月
ま
で

(
や
む
を
得
な
い
場
合
は
生
後
七
十

一
一
月
ま
で
〉
、
尚
こ
れ
ま
で
麻
し
ん

予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
者

及
び
麻
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
、

明
ら
か
な
者
は
接
種
を
受
け
る
必
要

たまかわ広報

予
訪
接
種
の
実
施
に

は
あ
り
ま
せ
ん
。

。
接
護
料
金

一
人
三
、
六

O
O円
(
た
だ
し
全
額

村
負
担
の
た
め
摺
人
負
担
は
な
し
〉

。
接
語
方
式
、
器
部
接
種
方
式

こ
の
麻
し
ん
予
防
接
種
は
、
個
別
接

種
方
式
で
す
の
で
接
種
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
役
場
住
民
課
よ
り
所
定
の

必
要
書
類
〈
通
知
書
、
問
診
票
〉
を

受
け
取
り
、
接
種
協
力
医
療
機
関

〈
範
囲
は
県
下
全
域
〉
へ
行
き
接
種

を
受
け
て
下
さ
い
。

O
村
内
の
接
種
協
力
医
療
機
関
及
び
、

受
付
日
時
は
次
の
と
お
り
で
す
。

大
字
川
辺

毎
適
火
曜
日
と
金
曜
日

午
前
九
時

i
十
二
時

午毎 l午毎
日週 i後週

九水 i一水
時躍 I!時躍

(日
十と i四と
二金|持土
持躍 i 躍

日 i 自

大
字
南
須
釜

福
島
県
最
低
賃
金
の
改
正
に
つ
い
て

福
島
県
最
低
賃
金
に
つ
い
て
昭
和
五

十
五
年
十
月
十
六
日
か
ら
次
の
よ
う
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
最
低
賃
金
は
福
島
県
内
の
事
業

場
で
使
用
さ
れ
る
す
べ
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
使
用
者
は
労
働

者
に
対
し
て
こ
の
最
低
賃
金
額
以
上
の

賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。

一
精
皆
勤
手
当

一
通
勤
手
当

一

時

間

三

二

一

一

一

円

一

ハ
賃
金
が
時
間
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
〉
一
家
族
手
当

一
一
、
五
八
三
円

年
末
調
整
説
明
会
の
お
知
ら
せ

須
賀
川
、
税
務
署
で
は
、
今
年
も
次
の

日
程
に
よ
り
説
明
会
を
閉
山
悔
し
ま
す
の

で
、
御
案
内
を
浸
け
た
方
は
、
必
ず
出

席
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
出
席
の
際
は
、
必
ず
案
内
状

を
持
参
し
て
下
さ
い
。

遺
族
援
護
及
び
恩
給
業
務
巡
同
相
談
会

福
島
県
老
人
揺
祉
課
主
濯
に
よ
る
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
援
護
法
矛
び
恩
給

法
に
つ
い
て
の
巡
匝
相
談
会
が
関
擢
さ

れ
ま
す
。

一
、
相
談
内
容

付
戦
没
者
遺
族
援
護
関
係
全
般

口
軍
人
恩
給
関
係
全
般

回
戦
傷
病
者
援
護
関
係
全
般

一
一
、
日
時
及
び
会
場

場

所

長
沼
町
公
民
館

白
河
市
役
所

棚
倉
町
中
央
公

民
館

ハ
時
間
は
午
前
九
時
三

O
分
か
ら
〉

日

時

十
一
月
二
十
六
日

十
…
月
二
十
七
日

十
一
月
二
十
八
日

一
一
一
、
そ
の
他

出
席
者
は
相
談
内
容
に
関
係
あ
る
資

料
を
持
参
す
る
こ
と
。

11 

月

公
民
緩
行
事
予
定

社
交
ダ
ン
ス
教
室

1
日

1
3
日

文

化

展

会
場
宝
川
村
体
育
館
(
菊
花

盆
栽
展
、
書
道
、
絵
画
、
児
童

生
徒
作
品
展
、
生
花
、
老
人
作

品
展
)

書
道
教
室

高
令
者
教
室

婦
人
学
級

社
交
ダ
ン
ス
教
室

玉
川
村
民
俗
芸
能
発
表
会

県
芸
術
祭
民
俸
芸
能
発
表
会

午
前

9
時
J
午
後
3
時

玉
川
村
体
育
館

1 
日

16 15 15 11 7 
日日日日 E

お

め
九
月
分
の
出

生'た
届
書
か
ら
¥..，./ 

で

地

区

別

辺

小

高中

岩

法

寺

北

須

釜

出
生
児
氏
名

矢
部
淳
一

車
田
由
希
恵

水

林

高

幸

大

竹

良

光

関
根
洋
一

瀬

谷

裕

行

保
護
者
名

民

雑

利

霊

訪

問

入

徳

良

勝

一

吉

利

お

や

み

く
ハ
九
月
分
の
死
亡
居
室
聞
か
ら
)

也
'
寸
a

，

区

死
亡
者
氏
名
年
令

世
帯

主
名

南
須
釜

北
須
釜

81 93 

小

原

サ

ワ

矢

吹

モ

ト

勇

弥雄




